歴史地震研究会2007年度　第3回幹事会
　2008年3月4日15：00～17：30　於地震予知総合研究振興会会議室

　出席者：北原・武村・宍倉・松浦・植竹・堀川・小松原

1． 会誌作成の状況

　1-1：寄稿状況と受理締め切り

査読つき論文16編・査読なし報告1編が寄稿されている．このうち3月4日時点で未受理の論文が数編ある．3月25日までに編集幹事宛に適切に修正された原稿が届いたものは歴史地震23号に掲載する．

　1-2：大きな問題が指摘された論文への対応

論文(査読あり)で厳しい意見が出された場合，編集委員の判断により報告(査読なし)へのジャンル変更を勧告することがある．その場合には査読を経ていないことを明記するように求めるものとする．
　査読シートは著者に伝えないものとする．
　1-3：印刷・発行・そのほか

会誌の発行部数は予算どおり会員向け250部とする．
　23号では紙印刷した別刷を作成する．
印刷・製本社は東京とつくばの複数社に見積もりを依頼した上，編集幹事が決定する．

　カラー印刷を希望する人は少なかったので個別に相談してカラー印刷するかどうか決定する．

　編集の負担軽減のため，査読者への論文送付は原則として電子メールによるものとする．
　次回幹事会で，投稿・編集規程などの見直し(査読者層が少ないことへの対応・別刷の紙印刷を続けるか否か・論文発行時期の問題など)について議論する．
　２　つくば大会関係

　2-1　企画展について：国土地理院主催で、同院の地図と測量の科学館(つくば市)で、歴史地震に関連する展示を9月9日から11月3日まで開催することが決定した．この展示とそれに関連する講演会にあたって，国土地理院から歴史地震研究会あてに協力を要請されている．進め方などについて国土地理院担当者と行事委員会で3月13日に協議する予定．
　2-2　開催日について：当初９月12日～14日を予定していたが，地理院との交渉を踏まえて９月13日(土)～15日(月・祝)に変更する．13～14日を研究発表会，15日を国土地理院の地図と測量の科学館などの巡検および公開講演会とする方向で調整中．日程変更について会員向けにアナウンスする．
　2-3　そのほか　国土地理院企画展の内容と関連する研究成果の発表を呼びかける．

　３　他学会とのリンク・渉外関係
　3-1：ホームページ：古いリンクの一部を削除し，関連学会・機関や役に立つ情報に関するリンクページの更新を行っている．

　3-2：歴史学研究会から依頼された研究会の紹介：会長宛に会誌『歴史学研究』の「学界だより」欄へ歴史地震研究会の紹介記事を寄稿するよう依頼があり，北原会長が原稿執筆．歴史学研究4月号に掲載予定．同様の原稿を歴史地震24号(2009年発行)に掲載できないか検討．
　４　2009年度大会関係
　滋賀県大津市で開催することを決定．小松原が関係機関と交渉を行っている．巡見の候補地である大津市歴史博物館に歴史災害関係の資料を展示できないか打診する．
　

　５　役員交代

　財政幹事・総務幹事は来年度交代を希望．幹事会で後任候補を探すことになった．
　６　次回幹事会

　6月3日　15時から地震予知総合研究振興会で幹事会を開催予定．なお13時30分から同地で行事委員会開催予定．
